
認知症に関する相談等の流れ

認知症の疑いがある人・認知症の人・その家族

連携医療機関
安佐病院
児玉病院

かかりつけ医

北部認知症疾患医療センター
(安佐市民病院)

・専門医療相談(電話・面接)
・診察・鑑別診断
・急性期対応
・診断後支援
・地域連携拠点機能

深刻なＢＰＳＤの治療

・医療サービス、介
護サービスを受け
ていない、又は中
断しているもので、
支援が必要と判断
した者を包括から
チームへ依頼して
いる。

・かかりつけ医が、認知症疾患医
療センターへの受診の必要性が
あると判断した場合に紹介を行
う。
・既存の認知症疾患医療センター
では、紹介状が必要な場合もあ
り、かかりつけ医からの紹介が
多い。
・認知症疾患医療センターは、鑑
別診断等の後に、かかりつけ医
へ情報提供を行い、連携しなが
ら支援を行う。

・包括では、相談機関の一つとして紹介
し本人や家族から診断をしてほしいと
の要望が強い場合は、直接紹介を行う
場合もある。ただし、包括から直接紹
介する件数は少ない。
・認知症疾患医療センターは、介護サー
ビス利用の必要性がある等の場合、包
括へ情報提供を行い連携する。

安佐南区・安佐北区
認知症初期集中支援チーム

北部在宅医療・介護
連携支援センター

適切な医療・介護サービス利用の
ための初期支援

地域包括支援センター
(地域の高齢者総合相談窓口)

認知症地域支援推進員、区地域支えあい課と連携

【参考】
西部センター新規紹介元(R3年度)
・紹介なし(直接)  2.4％
・病院・診療所 53.8％
・包括  4.1％

・包括は医療については、かかりつけ医等への相談を勧める。
かかりつけ医がいない場合は、診療所等での相談を勧める。
・介護サービス利用の必要性がある等の場合は、お互いに情報
提供を行い連携する。

主に介護などの
生活相談

・かかりつけ医がいる場合は、当該か
かりつけ医と連携して支援を行う。

・かかりつけ医から鑑
別診断等の必要に応
じて、各医療機関へ
紹介を行う。
・鑑別診断等の後にか
かりつけ医へ情報提
供を行い、連携しな
がら支援を行う。

認知症サ
ポート医

物忘れ外来

精神科
安佐病院
児玉病院

民生委員・居宅介護支援事業所

（認知症疾患医療センターとしての連携体制）

脳神経外科
心療内科等

（認知症専門医等）

令和４年１１月３０日
広島市地域包括ケア推進課
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広島市北部認知症疾患医療センターの業務内容
広島市北部認知症疾患医療センター運営事業者募集要綱（令和5年2月広島市健康福祉局高齢福祉部地域包括ケア推進課）

（1）専門医療相談の業務
ア 認知症疾患患者・家族等の電話又は面談による医療相談に応じ、専門医療に係る情報等を提供するとともに、必要に応じて医療

機関等の紹介・調整を行うこと。
イ 急性期入院治療を終えた患者が退院して在宅療養できるよう、広島市内の各区役所地域支えあい課、地域包括支援センター、かかり

つけ医等の医療機関等と連絡調整を行うこと。

（2）専門医療機関としての業務
ア 認知症疾患の初期診断又は鑑別診断を行い、これに基づき治療方針を選定するとともに、必要に応じて入院先を紹介すること。
イ 認知症疾患の身体合併症と認知症の行動・心理症状の初期診断及び治療（急性期入院医療を含む）を行うとともに、連携する医療機

関の空床情報を把握し、必要に応じて急性期入院治療を要する認知症当事者の入院先を紹介すること。

（3）地域連携業務
ア 認知症サポート医を始めとする保健医療福祉関係者等を対象として、認知症の専門医療に関する知識の向上を図るため、研修を自ら

実施し、又は本市（本市からの委託を受けた者を含む）が実施する研修に協力すること。
イ リーフレット又はチラシ及びホームページ等により市民及び保健医療福祉関係者を対象とした認知症に関する情報発信を行うこと。
ウ 次の業務（認知症疾患医療連携協議会、地域の医師会との連絡会議等、市民公開講座）は本市が指定したセンターのうち、本市が指

示したセンターにおいて実施するものとする。

（4）診断後等支援業務 いずれか又は両方の取組を行うものとする。

ア かかりつけ医等の医療機関や地域包括支援センター等の地域の関係機関と連携の上、必要に応じて、診断後や症状増悪時において、
認知症の人や家族における、今後の生活や認知症に対する不安の軽減が図られるよう、必要な相談支援を実施すること。

イ 既に認知症と診断された認知症の人やその家族による、ピアカウンセリングなどのピアサポート活動を実施すること。

（5）その他
ア 本公募により設置するセンターの名称は「広島市北部認知症疾患医療センター」とする。
イ センター業務の遂行に当たっては、本市が指定する他のセンター及び広島県が指定するセンター等と十分な連携を図ること。
ウ 医療相談室に専用の電話及びＦＡＸを１台以上設置するとともに、専用電子メールアドレスを取得すること。 2



認知症高齢者の または
に対する急性期入院治療
と入退院支援を行う病院

肺炎、腹痛、心不全、脳卒中、がん、痙攣、
骨折、感染症、COVID-19等あらゆる疾患

暴力、暴言、妄想、徘徊、不穏、徘徊、
抑うつ、拒否、興奮、幻覚、不潔など

広島市西部認知症疾患医療センター
草津病院 入院300人/年

広島市東部認知症疾患医療センター
瀬野川病院 入院100人/年

広島市北部認知症疾患医療センター
広島市立北部医療センター安佐市民病院

入院600人/年

認知症疾患医療センターは救急病院

＋  もの忘れ外来（脳神経内科）・精神科外来 

＋  社会的活動 市民講座、研修会など ＋ 医療相談（高畑、田中）

認知症施策等総合支援事業の実施について（厚労省）認知症疾患医療センター運営事業実施要綱

安佐市民病院は、気付かないうちに、十数年前から認知症疾患医療センターの役割を果たしている！

他でもやっている

精神症状

身体合併症
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広島市北部認知症疾患医療センター職員

センター長 山下 拓史 専任医師 脳神経内科主任部長

センター次長 撰  尚之 専任医師 精神科主任部長

浜田 祐二 事務長

医師 原田 和歌子 専任医師 内科・総合診療科主任部長

宍戸 丈郎 脳神経内科部長

井上 俊一 精神科部長

臨床心理士 岡野 浩二 専任臨床心理技術者 精神科主任技師

宮森 迪子 専任臨床心理技術者 精神科心理療法士

精神保健福祉士 高畑 法恵 医療相談室常勤専従職員 認知症疾患医療センター

杉山 香 医療相談室専任職員 医療支援センター

事務員 田中 麻里 認知症疾患医療センター

認知症疾患医療センター兼務職員

医療支援センター 大橋 美弥子 宗田 知子 藤山 史恵  ほかの皆さん
認知症・せん妄対策チーム 上石 久子 西川 博子  ほかの皆さん 4



広島市北部認知症疾患医療センター 医療相談

相談者に提示する初期対応プラン
認知症当事者が抱える問題点について整理し、相談者の希望に合う最も適した初期対応プランは
①～⑥のどれかを、広島市北部認知症疾患医療センターで協議し、決定する。

① 当院へ かかりつけ医からの紹介受診を勧める（脳神経内科もの忘れ

外来または精神科外来）

② お住いの近くにある認知症専門医・専門医療機関についての情報
を提供し 相談や受診を勧める（安佐医師会認知症地域連携パス）

③ 当院へ 紹介状なしでの外来受診を勧める（脳神経内科または精神科）

④ BPSDへの入院対応について精神科病院（児玉病院または安佐病院）

と協議するので一旦保留

⑤ 困難事例 地域包括支援センターおよびオレンジ支援チームと対応を協議

⑥ 特殊事例 広島市と対応を協議 5



認知症に関する相談等の流れ
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北部認知症疾患医療センター
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① ②

③ ④⑤

⑤⑥
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広島大学
病院

県立広島
病院

広島市民
病院

当院
呉医療
センター

救命救急センター 〇 〇 〇 〇 〇

がん診療連携拠点病院 〇 〇 〇 〇 〇

認知症疾患医療センター 〇
PET  がん、アルツハイマー（12月） 〇 〇 〇

広島市北部認知症疾患医療センターは「次世代型の認知症疾患医療センター」

を目指します。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

2023年6月14日成立

認知症基本法を遵守した高度先進医療
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